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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、株価や為替の不安定な動き等により、企業収益の改善ペース

の鈍化や個人消費に足踏み状態がみられ、不透明な状況が続いております。 

また、世界経済においても、イギリスのＥＵ離脱決定による金融市場の混乱や、中国及び中南米など新興国の景

気減速の懸念があり、依然として厳しい状況が続いております。 

 このような経済環境のなか、トライアイズグループは、景気変動の影響を受けない企業グループとして、小さく

とも知性を使って、その世界ではNo.１となり光る企業グループを目指すという方針のもと、「イノベーションに

よるコスト優位の確立」を最重要目標とし、売上が減少しても黒字化できる体質づくりを続けてまいりました。こ

の結果、直近の４事業年度にわたり順調に業績回復を実現することができましたが、当第２四半期連結累計期間に

おいては、建設コンサルタント事業における売上高の減少、為替レートが期首に比べ円高に転じたことによる為替

差損60百万円及び有価証券売却損44百万円の計上、また、前年同四半期に受取利息を計上したことによる反動のた

め、大幅な減益となりました。 

 以上の結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の売上高は823百万円（前年同期比43.4％減）、販売費

及び一般管理費は481百万円（前年同期比23.6％減）と更なる削減を実現しておりますが、営業損失は112百万円

（前年同期は22百万円の営業利益）、経常損失は212百万円（前年同期は206百万円の経常利益）、税金等調整前四

半期純損失は215百万円（前年同期は204百万円の税金等調整前四半期純利益）、親会社株主に帰属する四半期純損

失は247百万円（前年同期は133百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となりました。 

 

 当第２四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は以下のとおりです。

 

      （建設コンサルタント事業）

 建設コンサルタント事業においては、従来型ダム関連業務、河川防災・減災対策業務および海岸保全業務を中心

に受注しましたが、大型案件の完成が下期及び来期にずれ込む見込みとなったため、売上高及び営業利益が予想よ

り大きく下回ることとなりました。新規ダム建設などの受注は依然として厳しい状況にありますが、発注比率が高

まっている防災・減災対策関連業務やダム、河川構造物、海岸・港湾分野の維持管理を中心とした継続性の高い業

務の受注シェア拡大により収益の改善を図ります。 

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は349百万円（前年同期比62.2％減）、営業損失は150百万円

（前年同期は82百万円の営業利益）となりました。。 

 

   （ファッションブランド事業）

 ファッションブランド事業においては、消費者の節約志向及び、慎重な購買行動が継続し、引き続き厳しい経営

環境となりました。そういったなか、ブランド、ＣＬＡＴＨＡＳについては、引き続きロイヤルティビジネスによ

る安定的な収益が確保できておりますが、台湾現地法人の拓莉司国際有限公司においても、ライセンス事業の収益

拡大に向けて、現地パートナーと販路開拓を進めております。また、英語版オンライショップの運用等、グローバ

ルな事業展開を強化しております。 

 濱野皮革工藝㈱については、販路の見直しにより売上は減少しておりますが、原材料価格の高騰による販売価格

の見直しと自社工場の稼働率を上げたことにより、原価率が大幅に改善しております。今後は物流業務の移転を計

画しており、さらなる販管費の削減を見込んでおります。また、当連結会計年度よりのれんの償却額が大幅に減少

しており、引き続き営業利益の増加となりました。 

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は473百万円（前年同期比10.5％減）、営業利益は38百万円

（前年同期比155.6％増）となりました。 

 

   （投資事業） 

 投資事業においては、当第２四半期連結会計期間より、米国の子会社TRIIS INTERNATIONAL AMERICA INC.におい

て、住居用物件の賃貸を開始いたしました。今後は商業用物件及び工業用物件の取得についても、検討していく予

定でおります。

 これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は41万円、会社設立費用及び修繕費等の初期費用の計上によ

り、営業損失は９百万円となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

  当第２四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ324百万円減少し、6,057百万円とな

りました。これは主に、「現金及び預金」及び「仕掛品」がそれぞれ982百万円、111百万円増加したものの、「有

価証券」及び「受取手形及び売掛金」がそれぞれ1,117百万円、255百万円減少したためであります。

 当第２四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ30百万円増加し、599百万円となり

ました。これは主に、「前受金」及び「未払法人税等」がそれぞれ99百万円、11百万円増加、流動負債の「その

他」が98百万円減少したことによるものであります。

 当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ354百万円減少し、5,457百万円と

なりました。これは主に、配当金の支払に伴う利益剰余金106百万円の減少、親会社株主に帰属する四半期純損失

計上に伴う利益剰余金247百万円の減少及び新株予約権14百万円の増加、自己株式19百万円の増加によるものであ

ります。
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 ②キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、3,334百万円となり、連

結会計年度末に比べ235百万円減少となりました。

 当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

     （営業活動によるキャッシュ・フロー）

       営業活動の結果得られた資金は201百万円（前年同期は462百万円の回収）となりました。これは主に、税金等調

整前四半期純損失215百万円に加え、のれんの償却額70百万円、売上債権の減少255百万円、前受金の増加99百万円

によるものです。

 

     （投資活動によるキャッシュ・フロー）

       投資活動の結果使用した資金は199百万円（前年同期は102百万円の使用）となりました。これは主に、有価証券

の取得による支出100百万円、投資有価証券の売却による収入287百万円、投資有価証券の取得による支出191百万

円、固定資産の取得200百万円によるものです。

 

     （財務活動によるキャッシュ・フロー）

       財務活動の結果使用した資金は127百万円（前年同期は511百万円の使用）となりました。これは主に配当金の支

払105百万円、自己株式の取得による支出24百万円によるものです。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点において、平成28年６月15日に公表しました通期連結業績予想に変更はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

当第２四半期連結累計期間において、TRIIS INTERNATIONAL AMERICA INC.を新たに設立したため、連結の範囲に 

含めております。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益又は税引前当期純損失 

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積 

実効税率を乗じて計算しております。但し、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果 

となる場合には、法定実効税率を使用しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更を行っておりま

す。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結

財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を当第２四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附

属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,313,329 3,296,101 

受取手形及び売掛金 339,910 84,635 

有価証券 1,206,285 89,030 

商品及び製品 300,748 242,148 

仕掛品 149,927 261,541 

原材料及び貯蔵品 45,745 46,491 

繰延税金資産 59,906 50,914 

その他 141,569 234,920 

貸倒引当金 △8 △7 

流動資産合計 4,557,414 4,305,775 

固定資産    

有形固定資産    

土地 807,335 814,780 

その他（純額） 208,759 292,595 

有形固定資産合計 1,016,094 1,107,375 

無形固定資産    

のれん 316,206 245,520 

その他 41,027 37,184 

無形固定資産合計 357,234 282,704 

投資その他の資産    

投資有価証券 266,768 177,828 

その他 204,967 204,420 

貸倒引当金 △21,348 △21,048 

投資その他の資産合計 450,387 361,200 

固定資産合計 1,823,716 1,751,281 

資産合計 6,381,130 6,057,056 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年12月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 64,107 50,609 

未払法人税等 19,164 30,970 

前受金 175,931 275,541 

賞与引当金 － 35,853 

返品調整引当金 3,359 4,146 

受注損失引当金 1,222 7,944 

厚生年金基金脱退損失引当金 9,015 － 

その他 183,844 85,030 

流動負債合計 456,645 490,097 

固定負債    

資産除去債務 23,057 23,145 

その他 88,870 86,001 

固定負債合計 111,927 109,147 

負債合計 568,573 599,245 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,000,000 5,000,000 

資本剰余金 1,547,321 1,546,421 

利益剰余金 △160,753 △513,906 

自己株式 △672,961 △692,922 

株主資本合計 5,713,606 5,339,592 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 △53,203 △15,733 

為替換算調整勘定 12,703 △20,372 

その他の包括利益累計額合計 △40,500 △36,106 

新株予約権 139,451 154,325 

純資産合計 5,812,557 5,457,811 

負債純資産合計 6,381,130 6,057,056 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 1,454,469 823,393 

売上原価 802,933 455,097 

売上総利益 651,536 368,296 

販売費及び一般管理費 629,455 481,108 

営業利益又は営業損失（△） 22,080 △112,812 

営業外収益    

受取利息 147,272 3,914 

投資有価証券売却益 15,301 － 

投資有価証券清算分配金 21,304 5,766 

不動産賃貸収入 3,393 9,340 

未払配当金除斥益 － 5,285 

その他 8,416 1,458 

営業外収益合計 195,687 25,765 

営業外費用    

投資有価証券売却損 － 5,689 

有価証券売却損 － 44,749 

有価証券評価損 － 10,970 

不動産賃貸原価 8,344 2,944 

支払手数料 2,580 204 

為替差損 － 60,421 

その他 445 82 

営業外費用合計 11,371 125,061 

経常利益又は経常損失（△） 206,396 △212,108 

特別損失    

減損損失 2,285 2,811 

その他 － 305 

特別損失合計 2,285 3,116 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
204,111 △215,225 

法人税等 70,946 31,824 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 133,164 △247,049 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
133,164 △247,049 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 133,164 △247,049 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △11,235 37,470 

為替換算調整勘定 2,797 △33,075 

その他の包括利益合計 △8,438 4,394 

四半期包括利益 124,725 △242,655 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 124,725 △242,655 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半

期純損失（△） 
204,111 △215,225 

減価償却費 15,908 14,316 

減損損失 2,285 2,811 

のれん償却額 86,794 70,686 

株式報酬費用 49,033 15,393 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 124 △300 

賞与引当金の増減額（△は減少） 34,162 35,853 

受注損失引当金の増減額（△は減少） △506 6,721 

返品調整引当金の増減額（△は減少） △1,517 786 

厚生年金基金脱退損失引当金の増減額 － △9,015 

受取利息及び受取配当金 △147,272 △3,914 

有価証券売却損益（△は益） － 44,749 

有価証券評価損益（△は益） － 10,970 

投資有価証券売却損益（△は益） △15,301 5,689 

投資有価証券清算分配金 △21,304 △5,766 

為替差損益（△は益） － 60,459 

売上債権の増減額（△は増加） 156,411 255,258 

破産更生債権等の増減額（△は増加） － 300 

たな卸資産の増減額（△は増加） 71,094 △53,759 

未収入金の増減額（△は増加） 11,073 △2,062 

仕入債務の増減額（△は減少） △44,105 △13,498 

前受金の増減額（△は減少） 30,874 99,610 

未払金の増減額（△は減少） △44,759 △68,430 

その他 △75,319 △63,584 

小計 311,788 188,051 

利息及び配当金の受取額 147,006 3,914 

法人税等の還付額 59,045 23,586 

法人税等の支払額 △54,889 △14,244 

営業活動によるキャッシュ・フロー 462,951 201,308 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △4,018 △200,219 

無形固定資産の取得による支出 △516 △155 

有価証券の取得による支出 － △100,000 

投資有価証券の清算による収入 21,304 5,766 

投資有価証券の取得による支出 △244,511 △191,202 

投資有価証券の売却による収入 131,357 287,341 

貸付けによる支出 △24,985 △1,200 

貸付金の回収による収入 12,356 3,491 

その他 6,335 △3,131 

投資活動によるキャッシュ・フロー △102,677 △199,310 
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    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年１月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年１月１日 
 至 平成28年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の処分による収入 16,192 3,124 

自己株式の取得による支出 △397,511 △24,505 

配当金の支払額 △130,452 △105,810 

財務活動によるキャッシュ・フロー △511,771 △127,191 

現金及び現金同等物に係る換算差額 4,396 △110,537 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △147,100 △235,730 

現金及び現金同等物の期首残高 2,485,745 3,570,445 

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,338,644 3,334,715 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成27年１月１日 至平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２  

建設コンサル
タント事業 

ファッション
ブランド事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 925,104 529,365 1,454,469 － 1,454,469 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ 50 50 △50 － 

計 925,104 529,415 1,454,520 △50 1,454,469 

セグメント利益 82,223 15,141 97,364 △75,284 22,080 

（注）１．セグメント利益の調整額△75,284千円には、セグメント間取引消去11,828千円、各報告セグメントに配

分していない全社収益及び全社費用の純額△87,112千円が含まれております。全社収益は、主に子会社か

らの経営指導料であり、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

     ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整しております。

 

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   当第２四半期連結累計期間において減損損失を「建設コンサルタント事業」で2,285千円を計上しておりま

す。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成28年１月１日 至平成28年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２  

建設コンサ
ルタント事
業 

ファッショ
ンブランド
事業 

投資事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 349,293 473,687 411 823,393 － 823,393 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
－ 869 － 869 △869 － 

計 349,293 474,557 411 824,263 △869 823,393 

セグメント利益又は損失（△） △150,128 38,701 △9,285 △120,711 7,899 △112,812 

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額7,899千円には、セグメント間取引消去12,420千円、各報告セグ

メントに配分していない全社収益及び全社費用の純額△4,520千円が含まれております。全社収益は、主に

子会社からの経営指導料であり、全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

     ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整しております。

 

２. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

   当第２四半期連結累計期間において減損損失を「建設コンサルタント事業」で2,811千円を計上しておりま

す。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

  第１四半期連結会計期間から連結子会社において、新たに投資事業を開始したことに伴い、「投資事業」を報

告セグメントに追加しております。
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４．報告セグメントごとの資産に関する情報 

 第１四半期連結会計期間において、TRIIS INTERNATIONAL AMERICA INC.を設立し、連結の範囲に含めており

ます。これにより、前連結会計年度の末日と比べ、当第２四半期連結会計期間の報告セグメントの資産の金額

は、「投資事業」において1,096,115千円増加しております。
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